
(57)【要約】

【課題】従来の出射効率の悪い有機ＥＬディスプレイ素

子では、所定の明るさの表示部が実現できず、必要以上

に明るい表示部とするために、有機ＥＬディスプレイ素

子の寿命を短縮するという結果となっていた。本発明は

、このような問題を解決するために、出射効率の高い有

機ＥＬディスプレイ素子の提供を目的とする。

【解決手段】本発明では、透明基板上に少なくとも透明

樹脂層と、透明電極と、有機ＥＬ層と、金属電極とが形

成されてなる有機ＥＬディスプレイ素子において、前記

透明樹脂層の前記透明電極の側が所定の数の逆ドーム形

状を持たせることにより、出射効率の高い有機ＥＬディ

スプレイ素子を実現する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 基 板 上 に 少 な く と も 透 明 樹 脂 層 と 、 透 明 電 極 と 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 と 、
金 属 電 極 と が 形 成 さ れ て な る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前
記 透 明 樹 脂 層 の 前 記 透 明 電 極 の 側 が 所 定 の 数 の 逆 ド ー ム 形 状 を 有 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 逆 ド ー ム
形 状 が マ ト リ ク ス 型 表 示 の 画 素 毎 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
透 明 基 板 上 に 少 な く と も 透 明 樹 脂 層 と 、 透 明 電 極 と 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 と 、
金 属 電 極 と が 形 成 さ れ て な る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で
あ っ て 、 前 記 透 明 樹 脂 層 を 感 光 性 樹 脂 で 形 成 し 、 マ ス ク に 設 け た 孔 部 で 回 折 し た 光 に よ っ
て 該 透 明 樹 脂 を 露 光 す る こ と に よ り 、 該 透 明 樹 脂 層 の 前 記 透 明 電 極 の 側 を 逆 ド ー ム 形 状 に
形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス （ 以 後 「 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 」 を 「 Ｅ Ｌ 」 と
略 記 ） デ ィ ス プ レ イ 素 子 及 び 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
表 示 装 置 と し て フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ が 期 待 さ れ て い る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ
レ イ の 表 示 部 に は 低 消 費 電 力 の デ ィ ス プ レ イ で あ る 自 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ が 有
望 で あ る 。 一 方 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 高 輝 度 ・ 高 効 率 の 発 光 が 重 要 な 課 題 で あ る 。 従
来 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル で よ り 高 輝 度 の 表 示 を 実 現 す る に は 、 高 電 圧 を 印 加
し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 造 を 図 １ （ ａ ） 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 。 図 １ （ ａ ） 、
図 １ （ ｂ ） に お い て 、 ５ １ は 空 気 、 ５ ２ は ガ ラ ス 基 板 、 ５ ３ は 透 明 電 極 、 ５ ４ は 有 機 Ｅ Ｌ
層 、 ５ ５ は 金 属 電 極 で あ る 。 各 説 明 の 括 弧 内 は 屈 折 率 を 表 す 。 図 １ （ ａ ） に お い て 、 ガ ラ
ス 基 板 ５ ２ に 透 明 電 極 ５ ３ 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ５ ４ 、 金 属 電 極 ５ ５ を 形 成 す る と 、 透 明 電 極 ５ ３
と 金 属 電 極 ５ ５ と の 交 点 に あ る 有 機 Ｅ Ｌ 層 が 画 素 と な る 。 画 素 部 で 発 光 し た Ｅ Ｌ 光 は 、 透
明 電 極 ５ ３ 、 ガ ラ ス 基 板 ５ ２ を 経 て 空 気 ５ １ 中 に 出 射 す る 。 空 気 ５ １ 中 に 出 射 す る 際 の ガ
ラ ス 基 板 か ら 空 気 ５ １ 中 へ の 入 射 角 θ ｉ が 臨 界 角 を 越 え る と 、 Ｅ Ｌ 光 は 全 反 射 し て 出 射 で
き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 １ （ ａ ） よ り 各 層 で の 入 射 角 と 出 射 角 の 関 係 は 、 　 次 式 で 表 さ れ る 。
ｎ ｏ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｏ ＝ ｎ ２ 　 ｓ ｉ ｎ θ ２ 　 （ １ ）
ｎ ２ 　 ｓ ｉ ｎ θ ２ ＝ ｎ ｉ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｉ 　 （ ２ ）
ｎ ｉ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｉ ＝ ｎ １ 　 ｓ ｉ ｎ θ １ 　 （ ３ ）
（ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ３ ） 式 よ り 、 次 式 が 得 ら れ る 。
ｎ ｏ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｏ ＝ ｎ １ 　 ｓ ｉ ｎ θ １ 　 （ ４ ）
（ ４ ） 式 よ り 、 図 １ （ ｂ ） で 示 し た よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 屈 折 率 ｎ ｏ と 出 射 角 θ １ と の 関
係 で い え ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ５ ４ が 空 気 ５ １ と 直 接 、 接 し て い る の と 同 じ 関 係 に な る 。 （ ４ ）
式 に お い て 、 全 反 射 と な る の は θ １ ＝ ９ ０ ° で あ る か ら 、 こ の と き の 臨 界 角 （ θ ｏ ） ｍ ａ
ｘ は 次 式 と な る 。
（ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ｓ ｉ ｎ － １ 　 （ ｎ １ ／ ｎ ｏ ） 　 （ ５ ）
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こ こ で 、 （ ５ ） 式 に お い て 、 ｎ １ ＝ １ ． ０ 、 ｎ ｏ ＝ １ ． ７ と す る と 、 （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ３
６ ． ０ ° と な る 。 つ ま り 、 ３ ６ ° 以 上 の 角 度 に な る と 、 Ｅ Ｌ 光 は Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 か
ら 出 射 で き ず 、 閉 じ 込 め ら れ て し ま う 。 有 機 Ｅ Ｌ 層 で 発 光 し た Ｅ Ｌ 光 が ３ ６ ° 以 下 の 角 度
で 入 射 す る 割 合 η は 、 単 位 半 球 の 表 面 積 に 対 す る 単 位 半 球 の 中 心 角 （ ２ × （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ
） 内 の 表 面 積 で あ る た め 、 次 式 で 表 さ れ る 。
η ＝ １ － ｃ ｏ ｓ （ （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ） 　 （ ６ ）
こ こ で 、 （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ． ０ ° と す る と 、 η ＝ ０ ． ２ と な り 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 の う
ち ２ ０ ％ し か 取 り 出 せ な い こ と に な る 。 こ の よ う に 、 出 射 効 率 の 悪 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ 素 子 で は 、 所 定 の 明 る さ の 表 示 部 が 実 現 で き ず 、 明 る い 表 示 部 と す る た め に 、 高 電 圧 を
印 加 す る こ と に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 寿 命 を 短 縮 す る と い う 結 果 と な っ て い
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 第 一 発 明 は 、 透 明 基 板 上 に 少 な く と も 透 明 樹 脂 層 と
、 透 明 電 極 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 金 属 電 極 と が 形 成 さ れ て な る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に
お い て 、 前 記 透 明 樹 脂 層 の 前 記 透 明 電 極 の 側 が 所 定 の 数 の 逆 ド ー ム 形 状 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 願 第 二 発 明 は 、 本 願 第 一 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 逆 ド ー ム 形 状
が マ ト リ ク ス 型 表 示 の 画 素 毎 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素
子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 第 三 発 明 は 、 透 明 基 板 上 に 少 な く と も 透 明 樹 脂 層 と 、 透 明 電 極 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 金
属 電 極 と が 形 成 さ れ て な る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 透 明 樹 脂
層 を 感 光 性 樹 脂 で 形 成 し 、 マ ス ク に 設 け た 孔 部 で 回 折 し た 光 に よ っ て 該 透 明 樹 脂 を 露 光 す
る こ と に よ り 、 該 透 明 樹 脂 層 の 前 記 透 明 電 極 の 側 を 逆 ド ー ム 形 状 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 実 施 の 形 態 １ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 樹 脂 層 の 透 明 電 極 側 を 逆 ド ー ム 状 に
形 成 し て 、 Ｅ Ｌ 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。 図 ２ は 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 の 出 射 効
率 を 向 上 さ せ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 断 面 図 を 示 す 。 図 ２ に お い て 、 １ １ は 空 気 、
１ ２ は 透 明 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 で あ り 、 他 の 透 明 基 板 と し て は フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ や 色 変 換 材 料 が 形 成 さ れ た 基 板 を 含 む 。 １ ３ は 透 明 樹 脂 層 で あ り 、 例 え ば Ｐ
Ｍ Ｍ Ａ （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｍ ｅ ｔ ｈ ａ ｃ ｒ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ） が 適 用 で き る 。 １ ４ は 透 明
電 極 で あ り 、 透 明 電 極 材 料 に は Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 、 イ ン デ ィ
ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 や 酸 化 ス ズ な ど が 適 用 で き る 。 １ ５ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ り 、 Ｅ Ｌ 発 光 す る 層
で あ る 。 １ ６ は 金 属 電 極 で あ り 、 Ａ ｌ 、 Ｌ ｉ 、 Ｍ ｇ 又 は こ れ ら の 合 金 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ に お い て 、 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 透 明 電 極 １ ４ の 側 を 透 明 樹 脂 層 が 凹 状 に な る よ う に 逆 ド
ー ム 状 に 形 成 さ れ る 。 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 上 面 を 薄 い 透 明 電 極 １ ４ が ほ ぼ 等 厚 に 形 成 さ れ る
。 薄 い 透 明 電 極 １ ４ は ほ ぼ 等 厚 で あ り 、 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ５ 程 度 、 有 機
Ｅ Ｌ 層 １ ５ の 屈 折 率 は 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 屈 折 率 よ り も 高 い １ ． ７ 程 度 で あ る た め 、 有 機 Ｅ
Ｌ 層 １ ５ か ら 見 る と 、 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 逆 ド ー ム 形 状 に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ が 凸 レ ン ズ
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と し て の 機 能 を 果 た す こ と に な る 。 即 ち 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 が ド ー ム 面
に 当 た る と 、 透 明 電 極 １ ４ の 傾 斜 に よ り 、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ へ の 入 射 角 は 透 明 樹 脂 層 １ ３ が
平 坦 で あ る と き よ り も （ θ ２ － α ） と 小 さ く な る 。 ガ ラ ス 基 板 １ ２ へ の 入 射 角 が （ θ ２ －
α ） と 小 さ い と 、 空 気 へ の 入 射 角 も （ θ ｉ － β ） と 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 空 気 １ １ へ の
出 射 角 は 、 図 １ に お け る 空 気 へ の 出 射 角 θ １ よ り （ θ １ － γ ） と 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 、 空 気 １ １ へ の 出 射 角 が 小 さ く な る と 、 Ｅ Ｌ 光 が ガ ラ ス 基 板 １ ２ と 空 気 層 １ １ と の
境 界 で 全 反 射 さ れ る 割 合 が 少 な く な り 、 出 射 効 率 が 向 上 す る 。 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ
ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 樹 脂 層 の 透 明 電 極 側 を 画 素 毎 に 逆 ド
ー ム 状 に 形 成 し て 、 Ｅ Ｌ 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。 図 ３ （ ａ ） 、 図 ３ （ ｂ ）
、 図 ３ （ ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
素 子 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） は 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 拡 大 平 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （
ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ ’ 線 で の 断 面 図 、 図 ３ （ ｃ ） は 図 ３ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ ’ 線 で の 断
面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 １ １ は 空 気 、 １ ２ は 透 明 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 、 １ ３ は 透
明 樹 脂 層 、 １ ４ は 透 明 電 極 、 １ ５ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 １ ６ は 金 属 電 極 、 １ ７ は マ ト リ ク ス 型 表
示 の 画 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 画 像 表 示 に 用 い ら れ 、 行 方 向 （ 図 ３ （ ａ ） の 横 方 向 ） の 透
明 電 極 １ ４ と 列 方 向 （ 図 ３ （ ｂ ） の 縦 方 向 ） の 金 属 電 極 １ ６ か ら な る マ ト リ ク ス 型 の デ ィ
ス プ レ イ 素 子 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） 、 図 ３ （ ｂ ） 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 １ ４
は 横 方 向 に 連 続 的 に 、 縦 方 向 に は 分 断 し て 形 成 さ れ 、 金 属 電 極 １ ６ は 縦 方 向 に 連 続 的 に 、
横 方 向 に は 分 断 し て 形 成 さ れ て い る 。 透 明 電 極 １ ４ と 金 属 電 極 １ ６ の 交 点 に あ る 有 機 Ｅ Ｌ
層 が 画 素 １ ７ と な る 。 透 明 樹 脂 層 １ ３ は ガ ラ ス 基 板 １ ２ の 上 面 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 画 素 に
対 応 す る 部 分 の 透 明 電 極 １ ４ の 側 が 凹 面 に な る よ う に 逆 ド ー ム 形 状 に 形 成 さ れ る 。 透 明 樹
脂 層 １ ３ の 上 面 を 薄 い 透 明 電 極 １ ４ が 逆 ド ー ム 形 状 に 沿 っ て ほ ぼ 等 厚 に 形 成 さ れ る こ と に
な る 。 薄 い 透 明 電 極 １ ４ は ほ ぼ 等 厚 で あ り 、 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ５ 程 度 、
有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ の 屈 折 率 は 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 屈 折 率 よ り も 高 い １ ． ７ 程 度 で あ る た め 、 透
明 樹 脂 層 １ ３ の 逆 ド ー ム 形 状 を 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ か ら 見 る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ が 画 素 毎 に 設
け ら れ た 凸 レ ン ズ と し て の 機 能 を 果 た す こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
従 っ て 、 透 明 樹 脂 層 １ ３ の 透 明 電 極 １ ４ の 側 を 画 素 毎 に 逆 ド ー ム 形 状 と す る こ と に よ り 、
Ｅ Ｌ 光 が ガ ラ ス 基 板 １ ２ と 空 気 １ １ と の 境 界 で 全 反 射 さ れ る 割 合 が 少 な く な り 、 ま た 、 透
明 樹 脂 層 １ ３ の 逆 ド ー ム 周 辺 部 ま で の 厚 さ を 薄 く す る こ と が で き 、 出 射 効 率 を 向 上 さ せ る
こ と が で き た 。 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す る こ
と が で き る 。 た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 透 明 樹 脂 層 を 逆 ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 製 造 方 法 で
あ る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 の 基 本 原 理 を 説 明 す る 図 で
あ る 。 図 ４ に お い て 、 １ ２ は ガ ラ ス 基 板 、 １ ３ は 透 明 樹 脂 層 、 １ ８ は マ ス ク 、 １ ９ は マ ス
ク １ ８ に 設 け た 孔 部 で あ る 。 ガ ラ ス 基 板 １ ２ の 上 面 に 感 光 性 の 透 明 樹 脂 層 １ ３ を 形 成 す る
。 図 ４ に お い て 、 マ ス ク １ ８ に 設 け た 微 小 な 孔 部 １ ９ を 通 過 し た 光 は 、 孔 部 １ ９ で 回 折 し
、 一 定 の 広 が り 角 で 透 明 樹 脂 層 １ ３ に 達 す る 。 孔 部 １ ９ の 直 径 を ｄ と し 、 回 折 す る 光 の 波
長 を λ と す る と 、 広 が り 角 ２ θ は 次 式 で 近 似 さ れ る 。
２ θ ～ λ ／ ｄ 　 　 （ １ ）
透 明 樹 脂 層 １ ３ の 表 面 に お け る 光 の 強 度 分 布 は 、 図 ４ に 示 す よ う に ド ー ム 形 状 と な る 。 透
明 樹 脂 層 １ ３ の 材 料 を ポ ジ 型 の 感 光 樹 脂 に す る と 、 光 の 強 度 が 強 い 部 分 が 現 像 に よ っ て 除
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去 さ れ る た め 、 透 明 樹 脂 層 に 逆 ド ー ム 形 状 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 透 明 樹 脂 層 に 逆 ド ー ム 形 状 を 形 成 す る 製 造 工 程 を 図 ５
（ ａ ） 乃 至 図 ５ （ ｄ ） で 説 明 す る 。 図 ５ （ ａ ） 乃 至 図 ５ （ ｄ ） に お い て 、 １ ２ は 透 明 基 板
と し て の ガ ラ ス 基 板 で あ り 、 他 の 透 明 基 板 と し て は フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 カ ラ ー フ ィ ル タ や
色 変 換 材 料 が 形 成 さ れ た 基 板 を 含 む 。 １ ３ は 透 明 樹 脂 層 で あ り 、 ポ ジ 型 感 光 性 樹 脂 を 利 用
す る 。 １ ４ は 透 明 電 極 で あ り 、 透 明 電 極 材 料 に は Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ
ｄ ｅ ） 、 イ ン デ ィ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 や 酸 化 ス ズ な ど が 適 用 で き る 。 １ ５ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ り
、 Ｅ Ｌ 発 光 す る 層 で あ る 。 １ ６ は 金 属 電 極 で あ り 、 Ａ ｌ 、 Ｌ ｉ 、 Ｍ ｇ 又 は こ れ ら の 合 金 を
用 い る こ と が で き る 。 １ ８ は マ ス ク 、 １ ９ は 孔 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ の 上 面 に 透 明 樹 脂 層 １ ３ を 成 膜 す る （ 図 ５ （ ａ ） ） 。 次 に 、 透 明 樹
脂 層 １ ３ に ド ー ム 形 状 を 形 成 す る た め の マ ス ク １ ８ を 配 置 す る （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。 マ ス ク １
８ の 孔 部 １ ９ が マ ト リ ク ス 型 表 示 の 画 素 に 対 応 す る よ う に マ ス ク を 配 置 す る と 、 透 明 樹 脂
層 の 逆 ド ー ム 形 状 が 画 素 毎 に 形 成 さ れ る 。 逆 ド ー ム 形 状 の 大 き さ は 透 明 樹 脂 層 １ ３ と マ ス
ク １ ８ の 距 離 に 依 存 す る 。 即 ち 、 前 述 し た よ う に 、 孔 部 １ ９ で 回 折 し た 光 は 角 度 ２ θ で 広
が る 。 適 当 な 距 離 に 設 定 し て 、 所 要 の 大 き さ の 逆 ド ー ム 形 状 と す る 。 マ ス ク １ ８ を 通 し て
露 光 し た 後 、 現 像 に よ り 露 光 し た 部 分 の 樹 脂 を 除 去 す る と 、 透 明 樹 脂 層 に 逆 ド ー ム 形 状 が
形 成 さ れ る （ 図 ５ （ ｃ ） ） 。 そ の 上 面 に 透 明 電 極 １ ４ 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ 、 金 属 電 極 １ ６ を
形 成 す る （ 図 ５ （ ｄ ） ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 製 造 方 法 で は 、 透 明 樹 脂 層 に 直 接 、 逆 ド ー ム 形 状 を 形 成 し た が 、 ネ ガ 型 感 光 樹 脂 を 利 用
し て 転 写 に よ り 、 透 明 樹 脂 層 に 逆 ド ー ム を 形 成 す る こ と も で き る 。 即 ち 、 ネ ガ 型 感 光 樹 脂
に 前 述 し た マ ス ク を 通 し て 、 露 光 し 、 現 像 に よ り 露 光 し た 部 分 の 樹 脂 を 除 去 す る と 、 感 光
樹 脂 に ド ー ム 形 状 が 形 成 さ れ る 。 こ の ド ー ム 形 状 を 透 明 樹 脂 層 に 転 写 す る と 、 透 明 樹 脂 層
に は 逆 ド ー ム 形 状 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
従 っ て 、 孔 部 を 有 す る マ ス ク を 使 用 し て 透 明 樹 脂 層 に 逆 ド ー ム 形 状 を 形 成 す る 本 製 造 方 法
に よ れ ば 、 逆 ド ー ム 形 状 を 有 す る 透 明 樹 脂 層 を 簡 易 に 形 成 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で は 、 透 明 樹 脂 層 の 透 明 電
極 の 側 を 逆 ド ー ム 形 状 に す る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 で 発 光 し た 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す
る こ と が で き る 。
さ ら に 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で は 、 孔 部 を 有 す る マ ス ク を
使 用 す る こ と に よ っ て 、 簡 易 に 逆 ド ー ム 形 状 を 有 す る 透 明 樹 脂 層 を 形 成 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 基 本 原 理 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 造 を 説 明 す る 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 の 基 本 原 理 を 説 明 す る 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ： 空 気
１ ２ ： ガ ラ ス 基 板
１ ３ ： 透 明 樹 脂 層

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-47383 A 2004.2.12



１ ４ ： 透 明 電 極
１ ５ ： 有 機 Ｅ Ｌ 層
１ ６ ： 金 属 電 極
１ ７ ： 画 素
１ ８ ： マ ス ク
１ ９ ： 孔 部
５ １ ： 空 気
５ ２ ： ガ ラ ス 基 板
５ ３ ： 透 明 電 極
５ ４ ： 有 機 Ｅ Ｌ 層 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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